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議
員　

ケ
ア
ラ
ー
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
社
会
的
な
認
知
は
ま
だ
高
い
と
は
言

え
ず
、
支
援
が
十
分
と
は
言
い
難
い
。

条
例
の
制
定
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、

支
援
に
向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

早
急
に
実
態
調
査
を
実
施
し
、

ケ
ア
ラ
ー
と
支
援
機
関
双
方
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
く
。
ま
た
、
県

民
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、
動
画
配
信

や
教
育
現
場
に
お
け
る
広
報
・
啓
発
に

取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
市
町
村
職
員
な

ど
を
対
象
と
し
た
研
修
や
情
報
交
換
の

場
の
設
定
な
ど
を
行
う
。

議
員　

牛
久
沼
の
特
色
を
生
か
し
た
一

体
感
の
あ
る
環
境
整
備
が
行
わ
れ
、
よ

り
多
く
の
方
に
牛
久
沼
を
訪
れ
て
も
ら

い
た
い
。
今
後
、
牛
久
沼
を
活
用
し
た

地
域
振
興
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

政
策
企
画
部
長　

牛
久
沼
周
辺
首
長
会

議
を
母
体
と
す
る
新
た
な
協
議
会
に
県

も
参
画
し
、
関
係
自
治
体
が
連
携
し
て

取
り
組
む
。
ま
た
、
県
内
外
か
ら
多
く

の
方
が
訪
れ
る
よ
う
な
波
及
効
果
の
高

い
取
り
組
み
に
つ
い
て
応
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

道
竜
ケ
崎
阿

見
線
の
整
備
、

国
道
４
０
８

号
（
仮
称
）

岡
見
バ
イ
パ

ス
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

議
員　

つ
く
ば
地
区
は
人
口
増
加
の
一

方
、
統
廃
合
や
募
集
枠
減
な
ど
に
よ
り

市
内
県
立
高
校
の
選
択
肢
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
進
学
先
確
保
に
向
け
た

周
辺
高
校
の
募
集
枠
増
な
ど
の
取
り
組

み
は
。

教
育
長　

中
学
卒
業
者
数
の
変
動
に
募

集
学
級
数
の
調
整
で
対
応
し
て
お
り
、

つ
く
ば
エ
リ
ア
で
は
つ
く
ば
工
科
高
校

改
編
に
伴
い
２
学
級
増
や
す
な
ど
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
。
引
き
続
き
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
県
立
高
校
の
魅
力
化

を
図
る
ほ
か
、
募
集
枠
は
志
願
者
数
の

動
向
な
ど
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

こ
れ
ま
で
対
策
を
講
じ
て
き
た

が
問
題
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
つ
く

ば
特
別
支
援
学
校
の
過
密
状
態
に
つ
い

て
、
１
日
も
早
い
解
消
と
教
育
環
境
の

改
善
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
数
が
令
和
６
年
を

ピ
ー
ク
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
か
ら
利
用

可
能
と
な
る
よ
う
、
校
舎
を
増
築
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
転
用
教
室

の
解
消
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環

境
を
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
国
際

会
議
誘
致
、
国

道
３
５
４
号
谷

田
部
バ
イ
パ
ス

な
ど
も
質
問
）

沼田　和利 議員
いばらき自民党
牛 久 市 選 出

星田　弘司 議員
いばらき自民党
つ く ば 市 選 出

つ
く
ば
地
区
の
人
口
増
加
に
対
す
る

県
立
高
校
の
対
応

つ
く
ば
特
別
支
援
学
校
の
過
密
対
策

茨
城
県
ケ
ア
ラ
ー
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
 ※
を
支
援
し
、
共
に

生
き
や
す
い
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
条
例
に
基
づ
く
取
組

牛
久
沼
を
活
用
し
た
地
域
振
興

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
か
ら

考
え
る
国
と
地
方
の
役
割

霞
ケ
浦
の
新
し
い
価
値
創
造

議
員　

現
下
の
難
局
で
は
、
国
と
地
方

の
連
携
が
必
要
な
一
方
、
役
割
分
担
で

齟そ

ご齬
が
生
じ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
。

地
方
が
輝
く
時
代
、
知
事
の
国
と
の
連

携
と
発
信
力
に
期
待
が
高
ま
る
が
、
国

と
地
方
の
役
割
に
つ
い
て
所
見
は
。

知
事　

感
染
症
対
応
で
は
国
と
地
方
が

緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
も
、
緊
急
時

に
お
い
て
は
、地
方
こ
そ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
。
自
ら
陣
頭

に
立
ち
対
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
県
が
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
策
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
国
に
働
き
掛
け
て
い
く
。

議
員　

霞
ケ
浦
の
未
来
構
想
を
自
由
に

論
じ
た
り
、
県
民
が
生
態
系
サ
ー
ビ
ス

を
実
感
し
感
謝
で
き
る
よ
う
な
教
育
な

ど
が
必
要
。
霞
ケ
浦
の
新
し
い
価
値
創

造
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

生
態
系
サ
ー
ビ

ス
の
価
値
を
広
く
伝
え
、
後
世
に
引
き

継
ぐ
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
。
霞
ケ
浦

環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
施
設
と
し

て
、
環
境
学
習
の
推
進
や
市
民
活
動
と

の
連
携
、
霞
ケ
浦
に
関
す
る
情
報
の
収

集
・
発
信
な
ど

に
取
り
組
ん
で

い
く
。

（
ほ
か
に
、
成

年
年
齢
18
歳
の

権
利
義
務
責
任
、

成
年
後
見
制
度

な
ど
も
質
問
）

八島　功男 議員
公 　 明 　 党
土 浦 市 選 出

議
員　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導

入
自
治
体
間
で
転
居
手
続
き
の
簡
素
化

の
動
き
が
出
て
い
る
。本
県
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
自
治
体
間
連
携
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

知
事　

宣
誓
者
の
負
担
軽
減
や
利
便
性

向
上
の
た
め
、
自
治
体
間
連
携
を
図
る
。

ま
ず
本
県
が
主
導
し
て
働
き
掛
け
て
い

る
北
関
東
３
県
を
皮
切
り
に
、
東
京
都

な
ど
人
的
交
流
の
多
い
大
都
市
圏
を
中

心
に
連
携
を
加
速
す
る
。
今
後
も
、
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
に
注
力
す
る
。

議
員　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
な
ど
の
要
請

期
間
中
に
登
校
し
た
子
ど
も
の
理
由
を

ど
う
把
握
し
分
析
し
た
か
。
ま
た
家
庭

の
通
信
環
境
整
備
に
ど
う
対
応
す
る
か
。

教
育
長　

登
校
者
の
う
ち
家
庭
の
通
信

環
境
が
整
っ
て
い
な
い
割
合
は
約
11
％

で
あ
っ
た
。
国
の
補
助
制
度
の
周
知
や

ル
ー
タ
ー
貸
し
出
し
な
ど
事
例
を
共
有

す
る
ほ
か
、
国
へ
予
算
拡
充
を
要
望
す

る
な
ど
、
環
境
に
左
右
さ
れ
ず
学
習
で

き
る
よ
う
市
町
村
と
連
携
し
対
応
す
る
。

（
ほ
か
に
、

財
政
健
全
化

の
考
え
方
、

広
域
避
難
計

画
策
定
に
対

す
る
知
事
の

認
識
な
ど
も

質
問
）

玉造　順一 議員
立 憲 い ば ら き
水戸市・城里町選出

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
へ
の
対
応

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
施
策
の
推
進

 

２
０
２
３
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
予
定
の
主
要
国
首
脳
会

議
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
現
在
、
茨

城
県
で
は
関
係
閣
僚
会
合
の
水
戸
市
開
催
に
向
け
誘
致
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
は
、
海
外
の

要
人
を
お
迎
え
し
、
茨
城
県
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
観
光
産
業

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
な
ど
、

会
合
開
催
は
本
県
に
と
っ
て
大
き
な
意
義
が
あ
る
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
３
月
24
日
の
本
会
議
に
お
い
て
「
Ｇ
７
関
係
閣
僚

会
合
誘
致
推
進
協
議
会
」 

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
で
は
、
誘
致
実
現
を
後
押
し
し
て
い
く
た
め

の
県
議
会
と
し
て
の
取
り
組
み
な
ど
を
協
議
し
て
い
く
予
定

で
す
。
構
成
す
る
委
員
15
名
は
次
の
と
お
り
で
す
。

「
Ｇ
７
関
係
閣
僚
会
合
誘
致
推
進
協
議
会
」
を

設
置
し
ま
し
た

会　

長　

海
野　
　
　

透

副
会
長　

中
村　
　
　

修

委　
　

員　

白
田　
　

信
夫

　

  

〃 　
　

臼
井　

平
八
郎

　

  

〃 　
　

小
川　
　

一
成

　

  

〃 　
　

川
津　
　
　

隆

　

  

〃 　
　

舘　
　
　

静
馬

　

  

〃 　
　

星
田　
　

弘
司

委　
　

員　

金
子　
　

晃
久

　

  

〃 　
　

山
野
井　
　

浩

　

  

〃 　
　

豊
田　
　
　

茂

　

  

〃 　
　

村
田　
　

康
成

　

  

〃 　
　

齋
藤　
　

英
彰

　

  

〃 　
　

高
崎　
　
　

進

　

  

〃 　
　

玉
造　
　

順
一

ことば ※【ヤングケアラー】…一般に、本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っている18歳未満の子どもを指す概念。

牛久沼を活用した地域振興を

校舎の増築が予定される
つくば特別支援学校

霞ケ浦と帆引き船

児童の様子を見ながら
オンライン授業

３
月
４
日（
金
）

　

星ほ
し
だ田　
　

弘こ
う
じ司　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男　

　
（
公　
　

明　
　

党
）

　

沼ぬ
ま
た田　
　

和か
ず
と
し利　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
７
日（
月
）

　

玉
た
ま
つ
く
り造　
　

順
じ
ゅ
ん
い
ち一　

（
立
憲
い
ば
ら
き
）

　

山や
ま
の
い

野
井　
　

浩
ひ
ろ
し　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

水み
ず
が
き柿　
　

一か
ず
と
し俊　

（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

３
月
８
日（
火
）

　

外と
つ
か塚　
　
　

潔
き
よ
し　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

磯い
そ
ざ
き崎　
　

達た
つ
や也

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

山や
ま
な
か中　

た
い
子こ　

　
（
日
本
共
産
党
）

３
月
９ 
日（
水
）

　

髙た
か
や
す安　
　

博ひ
ろ
あ
き明　

　
（
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

　

石い
し
つ
か塚　
　

隼は
や
と人　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

岡お
か
だ田　
　

拓た
く
や也　

　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

https://www.pref.ibaraki.jp/gikai/

こちらから録画映像でご覧になれます。▶


